
生理学会の活性化に向けて多くの試みがなされ

ています．関連研究分野からの会員を増やして生

理学そのものの活性化をはかる，生理学会大会を

他学会と合同で開催する，生理学会大会を積極的

に英語化する，生理学教育にもっと目を向ける，

若手の会の活動を支援する等です．Japanese

Journal of Physiologyの誌名をJournal of Physio-

logical Sciencesに変更することになったのも，

その一つです．しかしながら，会員の多くが生理

学会の活動や運営に無関心であるなら，せっかく

のこれらの試みも実をむすぶことは難しいと思い

ます．現状では，残念ながら総会・評議員会の出

席者はまばらで，常任幹事や科研費の審査委員の

選挙でも投票率は低く，多くの会員の関心は高い

とはいえないように思えます．

関心をもってもらうためには，できるだけ多く

の人に学会の運営に参加してもらうことが重要で

はないでしょうか．私自身，常任幹事会やいろい

ろな委員会に出席するようになるまで，学会がど

のように運営されているのか知りませんでした

し，関心もありませんでした．現状は，いろいろ

な委員会に参加している顔ぶれは似かよってお

り，しかも圧倒的に「教授」が多いのです．常任

幹事会や各種委員会にできるだけ多くの中堅・若

手が参加できるような状況が必要なのではないで

しょうか．

生理学会大会についてはどうでしょうか．他の

学会の方から「堅苦しい」というような感想を聞

いたことがあります．ネクタイ着用の「先生」が

多くて，カルチャーショックを受けたのだそうで

す．最近の生理学会では，学会場ではネクタイで

ない方も多くなりましたが，常任幹事会などにな

ると（男性は）まだまだジャケット＋ネクタイが

ほとんど（すべて？）と見受けられます．もちろ

んネクタイが好きな方はすれば良いのですが，正

装でなければならないような雰囲気があるとすれ

ば問題だと思います．また，「先生」どうしで

「先生」と呼び合うのも，よく考えてみれば気味

の悪い習慣で，学会の自由であるべき雰囲気とは

相容れないのではないでしょうか．お互いを呼ぶ

のに「さん」で特に不都合があるとは思えません．

実際に「さん」で通している学会もあります．こ

んな細かいこと，と思われるかもしれませんが，

細かいことの積み重ねが大きな変化をもたらすこ

ともあります．簡単なことですから，ちょっと試

してみてはいかがでしょう． （小西真人）
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